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ふりがな おかやまけんなんびょうだんたいれんらくきょうぎかい 

団体名 岡山県難病団体連絡協議会 

代表者名 伊山 義晴 

連絡先 

住所 岡山県岡山市北区南方 2-13-1 岡山県総合福祉・ボランティア・NPO 会館２階 

TEL 086-222-0071 

E-mail okananren@lime.ocn.ne.jp 

URL nanbyouren-okayama.com 

設立年（西暦） 1979 年 

助成活動名 難病患者とその家族に向けてヘルスリテラシー講座 

助成額 240,000 円 

活動内容 

目的 

難病患者の中には、闘病期間中、他者との関わりや積極的な会話が減ることにより
やがて心がふさがり、病に囚われていく者が少なくない。 
積極的に会話しなくなることで、人間関係を構築するためのコミュニケーションが
うまく取れなかったり、悩みがあっても人に相談できなかったり、ストレスを抱え
うつ病を発症したりと、メンタルヘルスへの影響も否めない。また、人との関わり
や会話量が減ると、脳の働きが衰えるリスクが上がると聞く。生活するうえで重要
な「会話」が体、心にどのような影響をもたらすのか、「会話」の力について学
び、ヘルスリテラシー向上を目指す。 

内容 

➀2025 年 10 月 18 日(土)開催 
『正しい健康情報を得よう！ヘルスリテラシー講座 会話のちから～おしゃべりで
体も心も元気に～』副題「会話の楽しさを知ろう！」 
 ・人材育成プロデューサーの講話、アマチュア落語家の岡山弁落語 
 
➁2025 年 11 月 16 日(日)開催 
『正しい健康情報を得よう！ヘルスリテラシー講座 会話のちから～おしゃべりで
体も心も元気に～』副題「会話とメンタルヘルス」 
 ・社員研修講師、医師の講話 

当初の
計画か
らの変
更点 

開催時期を 7 月から 9 月で計画していたが、準備に取り掛からねばならない 4 月か
ら 6 月に行事が立て込んでいたことと担当者の変更により、時期をずらして 10 月、
11 月の開催に変更した。 

成果 

幅広い年齢層の難病患者が多く参加し、また難病患者家族や知識を得たい一般の方
も参加し成功裏に終わることができた。会話というごくごく当たり前の行為が、人
間関係や脳、メンタルヘルスに大きく影響していることを改めて知る機会となっ
た。すぐにでも実践したくなる会話術や心の持ち方を教えてもらえたとの意見が数
多くあった。また、初めて落語を聞き楽しかったという方が多く、親しみのある岡
山弁での落語に会場が大きな笑いに包まれた。 

今後の課題と対
応策 

毎年開催しているヘルスリテラシー講座で、参加者には幅広く健康知識を得ていただきたい
と企画、運営している。講座開催時に毎回アンケートを行っているが、知りたい健康情報が
偏っており、満足してもらおうとすると似たような健康情報の講座を繰り返すことになりか
ねない。アンケートの質問事項を見直し、より深く参加者の希望をつかみ取りより良い講座
を企画、運営していく。 

 



写真の提出 

 
➀「会話の楽しさを知ろう！」 

「普段から会話を楽しむ意識を持つ」「会話につながるコミュニケーション術を知る」を
ゴールに、会話を楽しむメリットやコミュニケーションのコツを、スライドと記入形式
の資料を使って積極的に参加者に参加してもらう講座となった。また、会話の楽しさを
岡山弁を使った落語で大いに笑いながら体感した。 

 

 
 
 
 
➁「会話とメンタルヘルス」 

コミュニケーション能力の向上を目指し、人間関係の構築に欠かせない会話術を講師の実
体験を基にお話しいただいた。また会話が心にもたらす効用と心の持ち方について、医学
的観点から脳神経内科医にお話しいただいた。 

 

 

 


